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令和５年９月定例会報告

決算を慎重審査！

０４

　令和５年９月定例会が９月５日から９月 22日まで（18日間）開催され、審査の結果、

17件の全議案を可決・承認、請願１件は不採択となりました。

　令和４年度能美市一般会計の決算は、歳入総額 269億 3,916 万円に対し、歳出総額は

259 億 7,261 万円となり、歳入歳出差引額から翌年度への繰り越し財源を差し引いた

実質収支額は５億 6,089 万円の黒字決算となりました。

　ここでは、決算の主な内容をピックアップして紹介します。

本事業を行う上では、能美市の認
知度や対外的な評価等を把握する
ことが重要と考える。
プロモーションの効果測定とその
要因を問う

A

Q

分析結果を踏まえた、今後の対策
を問う

A

Q
北陸新幹線県内全線開業を見据え、令

和４年度から３年計画で、一貫性と継

続性のあるシティプロモーションを

展開することとしている。

　公募型プロポーザル方式で選ばれ

た企画提案を基に、事業展開を行って

いく予定であるが、毎年度の事業効果

を精査しながら、より効果的な手段・

手法を選択していく。

万円2,758決算額

能美市のブランド力を高め、魅力を市内外

へ発信するシティプロモーションにより、

市の知名度・認知度向上を図り、関係人口

や移住定住の促進につなげる事業で、プロ

モーション動画・PRポスターの制作、イン

スタグラムでの情報発信、市役所市民ホー

ルの企画展示などを実施したもの。

市の知名度向上を図るための
シティプロモーションを実施

そのほか決算の詳細は

市ホームページを

ご覧ください。

※金額は 1万円未満を切り上げて表示

情報発信の主力媒体である市ホーム

ページにおいて、本市の魅力を伝える

コンテンツを充実したことにより、令

和４年度のアクセス数が約 327 万件

と大幅に伸び、能美市に関心を寄せる

人たちが増えてきている。

　ふるさと納税においても、寄附の窓

口となるポータルサイトや返礼品の

拡充、SNS・ウェブサイトを活用した

広告にも取り組み、寄付件数と寄付額

とも令和４年度は過去最高の 4,300

件、１億 1,600 万円を超えた。

　このほか、移住定住の取り組みやふ

るさと応援隊によるPR活動など、目的

やターゲットに応じた手段・手法を

効果的に投じてきた。

令和４年度
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万円181決算額

実施したQUアンケートの結果を
どのように活かしているのか

A

Q
楽しい学校生活を送るための QUアン

ケートは年２回実施しており、いじめや

不登校の予防や対策としての有効な資

料として、指導に活かしている。

小学４年生から中学３年生を対象に QUアン

ケートを実施するための用紙代や回収したア

ンケートの診断委託料で、延べ 5,657人分を

実施したもの。

学級運営のためのアンケートを実施

令和４年度の新規事業であるが
市民からの評価を問う

A

Q
猫の繁殖で困っている町会・町内会から

地域猫としての対応の問い合わせもある

ことから、動物愛護に対する意識の向上が

見られ、今後も周知・啓発に努めていきた

い。

万円54決算額

猫の不妊・去勢手術に係る費用の一部補助や猫

の捕獲器を貸し出す事業で、130件の補助

件数があったもの。

猫の不妊・去勢手術費用を補助

周知はどのような方法で行ったか

A

Q
事業概要を市ホームページ、広報のみなど

で周知したほか、県内の３医療機関にはケ

ースワーカーを通して周知し、市内の３医

療機関には作成したチラシをもとに説明

を行った。

万円21決算額

医療用ウィッグ（かつら）や胸部補正具などの

購入費の一部を助成する事業で、ウィッグ

７人、乳房補正具２人の助成を行ったもの。

がん患者補正具等の購入費を助成
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議決結果 全議案可決・承認 市長提出 … 17件 請願不採択 請願 … １件

近藤 啓子 議員（日本共産党）

民営化すること自体の検討が必要
保育園や学校給食は地方自治体として守

らなければならないことであり、基本に

立ち返り検討すべき。

反

対

賛

成

荒井 昌宏 議員（能美保守の会）

過去最高の市税収入などを評価
事業・施策の７本柱に基づく事業や行財

政改革などによる過去最高の市税収入や

ふるさと納税額は成果の表れである。

令和４年度 能美市一般会計予算歳入歳出決算認定

近藤 啓子 議員（日本共産党）

２億5,000万円の基金を活用せよ
基金を活用し、特に所得の低い人にとっ

て必要なサービスを受けることができる

よう、保険料・利用料の減免をすべき。

反

対

賛

成

荒井 昌宏 議員（能美保守の会）

適正に執行されている
事業目的達成のため、適正に執行されて

いることから賛同する。

令和４年度 能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定

私はこう考える！討論で 賛成 反対「 「
」」

× × × × × × × × × × × ×

９月定例会 議決結果と議員の賛否
全議案の議決結果は

市ホームページで

公開しています

議案17件・請願１件のうち

賛否が分かれた議案・請願

令和５年度能美市一般会計補正予算（第４号）
事業・施策の７本柱や災害復旧等に係る４億1,000万円の追加

令和４年度能美市一般会計歳入歳出決算認定について
５億6,089万3,177円の黒字決算

令和４年度能美市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について
１億2,115万3,291円の黒字決算

令和４年度能美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について
95万1,629円の黒字決算

令和４年度能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて
１億4,077万7,528円の黒字決算

健康保険証廃止の中止等を求める意見書採択の請願
マイナンバーカードへの一体化を見直すことを国に求めるもの
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健康保険証廃止の中止等を求める意見書採択の請願

請願者代表：石川県社会保障推進協議会　代表委員　松浦 健伸　　　紹介議員：近藤 啓子

賛成少数で不採択請

願
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